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はじめに
昭和 13 年に創業した佐賀鉄工所は、

昭和 20 年代後半より、高品質・高機能
のボルトの提供に特化し、 現在では日本
はもちろん、海外でも高い評価を得るに
至った。

この評価を励みに私たち佐賀鉄工所
は、これからもボルトの専門技術者集団
としてユーザーのニーズを的確に受け止
め、最適な締結技術を提供し続けたいと
考えている。

引張強さ 1200MPa 以上の性能を備え
るボルトは、自動車のエンジン回りでは
40 〜 50 本が使用され、ミッションなど
でも活躍している。この自動車用の高強
度ボルトは、高い信頼性を要求されるこ
とから、日本では生産するボルトメー
カーが数社に限られている。
「高強度ボルトを生産できるかどうか

が、ボルトメーカーの技術力を計る尺度」
とまで言われる。当社では現在、高強度
ボルトの生産が月産数百トンを超えてい
る。

今後、エンジンの高性能化に伴い、さ
らに高いスペックが要求されている。当
社では新材料により、さらに高強度のボ
ルトの開発を進めている。

システム紹介
当社では日立のメインフレームを使

用していたが、2011 年より IBM i を使
用し始め、基幹システムはすべて IBM i
で処理している。

エンドユーザーが利用する処理画面
は、そのほとんどが Visual Basic（以下、
VB）6 でインターフェースが構築され
ている。しかし最新 OS の導入に伴い、
VB6 の開発および運用が困難になって
きた。

そのため代替手段として導入したの
が、IBM i と親和性が高く、さまざま
な OS やデータベースに対応できる
Delphi/400 であった。現在は、VB6 か
ら Delphi/400 への移行を行っている。

プログラム管理ソフト 
開発の経緯

IBM i でのプログラムソース管理は、
アイエステクノポート製の S/D Manager
を使用しており、VB6 に関しては当社
で開発したプログラム管理ソフトを使用
していた。しかし、Delphi/400 のプロ
グラム管理ソフトは未開発だったので、
手動でファイルサーバーへのソース管理
を行っていた。

Delphi/400 導入直後は、メインで開
発する担当者が 1 人だけだったので、さ
ほど問題はなかった。しかし次第に他の
情報システム課員も開発する機会が多く
なってきたため、プログラムソース管理

（排他制御がないことによるバージョン
不整合、および人為的ミスによるプログ
ラムソース消失）に不安を抱えるように
なっていた。

そこでプログラム管理ソフトを導入
することにより、プログラムソース管理
を厳格化し、ファイルサーバーにおける
一元管理を実現した。Delphi/400 はオ
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昭和 13 年創業。自動車用ボルトを
専門領域とするリーディングカンパ
ニーとして、日本はもちろん、海外
でも高い評価を得ている。業界でも
数少ない「一貫生産方式」を採用。
さらに業界屈指の開発・試験設備を
保有し、世界の自動車産業を「小さ
なボルトで大きく」支え続けている。



27

図2　チェックイン概要図

図1　チェックアウト概要図
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は、決められたディレクトリへコピー
する

・ 開発端末における開発用ディレクトリ
構造は、すべて同じ構成とする

導入効果と今後の展望
現在、VB6 から Delphi/400 への移行

も本格的に進み始め、Delphi/400 のプ
ログラムソースの管理が多くなってい
る。開発したプログラム管理ソフトによ
り、ソース管理の人為的ミスを防げるよ
うになった。プログラム管理の改善によ
り、プログラム品質向上に少しでもつな
げていきたい。

今後は、チェックインしたプログラム
の旧バージョンをすぐに取り出せる機能
を追加し、デグレ発生による応急処理の
一環として機能追加を検討する予定であ
る。
 M

ブジェクト指向言語なので、プログラム
開発を標準化すべく、開発した継承元プ
ログラムおよび部品コンポーネントをす
ぐに開発端末に同期する仕組みを追加し
た。

Delphiプログラム管理
ソフトの開発
要件定義

プログラム管理ソフトの開発に際し
て、次のシステム要件を決定した（【図 1】
〜【図 5】、および【ソース 1】【ソース 2】
を参照）。

・ プログラムソースの一元管理（排他制
御）
チェックアウト時、プロジェクトフォ

ルダを他の開発者がダウンロードできな
いように排他制御を実施する。チェック
イン時は、チェックアウトしたプロジェ
クトフォルダについて排他制御を解除
し、他の開発者が扱えるようにする

・ 修正前のプログラムソースのバック
アップ

・ 継承元および部品コンポーネントの同
期機能
チェックアウト処理画面で、継承元プ

ログラムを情報システム課の PC に同期
する機能を追加する

・ チェックイン時のメンテナンス記録用
ファイル作成
チェックインしたプログラムのメン

テナンス履歴を作成し、運用管理データ
ベースに取り込む

・プログラムソース開発状況の可視化
運用管理データベースに取り込んだ

内容は、プログラムの問題発生時や仕様
確認等が発生した場合に、すぐに確認で
きる体制とする

構築システムの仕様
・ プログラムソースの開発状況は、ファ

イルサーバーの Access で管理する
・ プログラムソースの排他制御は、同じ

くファイルサーバーの Access で管理
する

・ プログラムソースおよび実行ファイル
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図3　チェックアウト処理内容
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図4　チェックアウト取消処理内容
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図5　チェックイン処理内容
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ソース1　チェックアウト処理



33

ソース2　チェックイン処理
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ソース2　チェックイン処理-2
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ソース2　チェックイン処理-3


